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『今 月 の 天 候 と 農 作 業』

通巻第５５３４号
８ 月 号

平成２３年７月２９日発行
宮 崎 県
宮 崎 地 方 気 象 台

【 九州南部１か月予報 】
向こう 1 か月の気温、降水量及び日照時間の各階級の予想される確率は次の通りです。

【 確 率（％）】

要素 予報対象地域 低い 平年並 高い
（少ない） （多い）

気温 九州南部 30 40 30

降水量 九州南部 20 40 40

日照時間 九州南部 40 40 20

【 概 要 】
平年に比べ晴れの日が少ないでしょう。
降水量は、平年並または多い確率ともに４０％です。日照時間は、平年並または少ない

確率ともに４０％です。
<1 週目の予報> ７月 ３０日（土）～ ８月５日（金）
天気は、期間の前半は高気圧に覆われて晴れの日が多く、後半は湿った気流の影響で雲が
広がりやすいでしょう。
（詳しくは週間天気予報をご利用ください。）
気温は、平年並または低い確率ともに４０％です。
<2 週目の予報> ８月 ６日（土）～ ８月１２日（金）
天気は、平年に比べて曇りや雨の日が多いでしょう。
<3 週目から 4 週目の予報> ８月１３日（土）～ ８月２６日（金）
天気は、平年と同様に晴れの日が多いでしょう。
気温は、平年並または高い確率ともに４０％。
<次回の発表予定等 >
１か月予報：毎週金曜日 １４時３０分 次回は８月５日
３か月予報：８月２５日（月曜日） １４時
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普通作物

◆普通期水稲

台 風 ・ 豪雨 等 の 災 害 が 発生 しや す い時 期 です の で、 気象

情 報 に 注 意し 、 用 排 水 路 の整 備・ 清 掃な ど 早め に 行っ てお

きましょう。

１ 水管理

８ 月 上 旬か ら 幼 穂 の 伸 長期 とな り ます 。 根の 健 全化 を図

る た め 間 断か ん 水 を 行 い ます 。下 旬 の穂 ば らみ 期 から 出穂

開 花 期 に かけ て の 水 不 足 は、 穎花 の 発育 や 受精 に 悪影 響が

出ますので湛水状態とします。

２ 追肥

出 穂 前 １５ ～ ２ ０ 日 頃 で幼 穂の 長 さが １ ㌢程 度 にな った

ら 、 葉 色 に合 わ せ て 適 量 の穂 肥を 施 用し ま す。 な お、 田植

え 時 に 一 発型 の 肥 料 を 用 いた ほ場 で は施 用 する 必 要は あり

ません。

３ 病害虫防除

ト ビ イ ロウ ン カ は 急 激 に増 殖し 坪 枯れ を おこ し ます 。今

年 は 盆 過 ぎか ら 下 旬 に か けて 第２ 世 代の 幼 虫期 間 が予 測さ

れ て い ま すの で 、 発 生 情 報に 注意 し この 頃 に防 除 を行 いま

す 。 穂 い もち の 発 生 は 大 きく 減収 す るの で 、出 穂 期頃 に防

除します。

カ メ ム シに よ る 斑 点 米 は等 級 格 下 げ の 原 因に な り ま す。

穂 ば ら み 前に 畦 畔 及 び 水 田周 囲の 草 刈り を 行い 、 防除 は穂

揃 い 期 と その １ ０ 日 後 の ２回 行い ま す。 防 除の 際 は周 辺作

物に飛散させない等、危害防止に努めます。

◆大豆

１ 中耕、培土

雑 草 対 策や 地 力 窒 素 の 発現 を促 す ため 、 中耕 、 培土 を２

回行います。第１回目は、本葉３葉期に第１節の位置まで、

第 ２ 回 目 は、 本 葉 ５ 葉 期 に第 ３節 の 位置 ま で行 い ます 。培

土は開花期までに終えます。

２ 排水対策

大 豆 は 湿害 に 弱 い の で 、大 雨に よ る冠 水 や滞 水 を避 ける
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ため額縁排水などの排水対策を実施します。

３ 病害虫防除

今 月 は ハス モ ン ヨ ト ウ の発 生時 期 です 。 薬剤 は 若齢 幼虫

時 の 初 期 防除 が 効 果 が 高 いの で、 ほ 場で の 観察 に 努め 、食

害 に よ る 白い 斑 葉 の 発 生 を確 認 し た ら 直 ち に防 除 し ま す。

◆そば

１ ほ場の選定

そ ば は 大豆 以 上 に 湿 害 に弱 い作 物 です の で、 排 水の 良い

ほ場を選び額縁排水などの排水対策を行います。

２ 播種

播 種 時 期は 、 山 間 地 域 は８ 月上 旬 ～中 旬 、西 北 諸県 地域

は８月下旬、沿海地域は８月下旬～９月上旬です。

１ ０ ㌃ 当 たり の 播 種 量 は 、条 播が ６ ㌔、 散 播で は １０ ㌔程

度です。

施肥は、窒素成分で１０㌃当たり２．５㌔です。

（鎌田 博人）

果菜類

８ 月 は 施設 野 菜 の 育 苗 開始 時期 と なり ま す。 こ の時 期の

高 温 は 、 雌花 の 着 生 や 発 達に 大 き な 影 響 を 与え ま す の で、

温度管理に注意が必要です。

育 苗 ハ ウス は 、 害 虫 の 侵入 防止 対 策と し て防 虫 ネッ トが

設 置 し て ある も の が ほ と んど です が 、ハ ウ ス内 の 温度 が高

く な る 傾 向に あ り ま す の で、 遮光 資 材を 利 用し 昼 間の 温度

上 昇 を 防 ぐこ と が 大 切 で す。 遮 光 資材 は 、遮 光 率の 低い

も の を 日 中の 高 温 時 に 使 用し 、曇 雨 天日 や 朝夕 は 光が 当た

るようにすることが必要です。

◆きゅうり

露 地 抑 制・ ハ ウ ス 抑 制 栽培 の育 苗 期に 当 たり ま す。 高温

期 の 育 苗 のた め 、 茎 葉 の 生育 が早 く 、地 上 部に 対 して 根量

が 少 な い 場合 が 多 く 、 定 植後 の活 着 不良 等 が懸 念 され ます

の で 、 健 苗 育 成 の た め に は ハ ウ ス 内 の 温 度 を 下 げ 、 こ ま

めにかん水を行うことが必要となります。

ま た 、 この 時 期 は ア ブ ラム シや ミ ナミ キ イロ ア ザミ ウマ
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が 媒 介 す るウ イ ル ス に よ って 発生 す るモ ザ イク 病 （Ｃ ＭＶ

等 ） や 黄 化え そ 病 （ Ｍ Ｙ ＳＶ ）の 発 生に 注 意が 必 要と なり

ま す 。 防 虫ネ ッ ト に よ り 媒介 昆 虫 の 侵 入 を 防ぐ と と も に、

定 期 的 に 薬剤 防 除 を 行 い ます 。ウ イ ルス の 伝染 源 とな る庭

先 で の 自 家用 の き ゅ う り 、か ぼち ゃ など の 栽培 を 控え ると

ともにハウス周辺の除草の徹底も重要となります。

◆ピーマン

は種床にセルトレイを利用することが多くなっています。

セ ル 苗 な ど若 苗 で 定 植 す る場 合に は 、初 期 生育 が 旺盛 にな

る た め 、 基肥 を 減 肥 し た り、 活 着 後 の か ん 水を 控 え る 等、

草勢を調整する必要があります。

鉢 上 げ を行 い 二 次 育 苗 する 場合 に は、 生 育に 伴 い蒸 散も

盛 ん に な るの で 、 日 中 乾 燥し ない よ うに か ん水 を 適宜 行い

ま す 。 た だし 、 夜 間 多 湿 にな ると 徒 長や 疫 病発 生 の原 因に

なるので、夕方のかん水や多かん水は避けます。

生 育 が 進む と 葉 が 重 な り徒 長す る ので ３ 回程 度 鉢ず らし

を 行 い 、 がっ ち り し た 苗 に仕 上げ ま す。 ま た、 Ｃ ＭＶ によ

る モ ザ イ ク病 の 発 生 が 懸 念さ れま す ので 、 きゅ う りと 同様

の対策を徹底します。

（郡司 孝幸）

葉茎菜類及びいも類

◆土づくり

秋 冬 野 菜の は 種 、 植 付 けの 時期 と なり ま す。 収 量・ 品質

を 高 め る ため に は 、 深 耕 によ る物 理 性の 改 善、 土 壌ｐ Ｈの

調 整 に よ る化 学 性 の 改 善 、堆 肥等 の 有機 質 資材 の 投入 によ

る 生 物 性 の改 善 と ３ つ の 視点 での 土 づく り が必 要 とな りま

す 。 深 耕 やｐ Ｈ の 調 整 は １ヶ 月前 に は行 い 、堆 肥 は完 熟し

たものを用いるようにしましょう。

◆加工にんじん

播 種 時 期と な り ま す 。 高台 地帯 で は８ 月 上旬 、 沿海 地帯

で は 中 旬 ～下 旬 が 播 種 の 適期 とな り ます 。 ニン ジ ンは 一斉

に 発 芽 さ せる こ と が 重 要 なポ イン ト とな り 、土 壌 が乾 燥又

は 過 湿 の 状態 で は 、 発 芽 率が 低下 し ます の で、 か ん水 施設
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の あ る ほ 場で は 、 播 種 前 後に 適度 に かん 水 し、 施 設の ない

ほ 場 で は 降雨 に よ り 適 度 の土 壌水 分 が確 保 でき る 状態 で播

種しましょう。

◆食用かんしょ

４ 月 に 植え 付 け た か ん しょ の収 穫 期で す 。生 育 日数 が１

３０日以上になると、いもの形や皮色が悪くなりますので、

今 月 末 ま でに は 収 穫 を 終 えま しょ う 。普 通 堀で は 秋に かけ

て 鱗 翅 目 幼虫 （ ハ ス モ ン ヨト ウ、 ナ カジ ロ シタ バ 等） が多

発しやすいので、農薬防除を行います。

◆さといも

マ ル チ 栽培 の 石 川 さ と いも は収 獲 を遅 ら せる と 水晶 芋や

割 れ 芋 等 が発 生 し 品 質 が 低下 しま す ので 盆 まで に は収 穫を

終えましょう。

中 生 種 では ８ 月 の 土 壌 水分 量が 収 量に 大 きく 影 響し ます

の で 、 か ん水 が 可 能 な ほ 場で はス プ リン ク ラー の 利用 や通

路 か ん 水 など を 行 っ て く ださ い。 ま た、 今 月か ら 来月 にか

け て は ヨ トウ ム シ 類 が 発 生し ます 。 若齢 幼 虫期 に 防除 を徹

底しましょう。

◆キャベツ・はくさい

年 末 ～ 年明 け に 出 荷 す る作 型の 播 種時 期 とな り ます 。苗

床 と し て 、サ イ ド に 防 虫 ネッ ト を 張 っ た ハ ウス を 準 備 し、

１ ２ ０ ～ １５ ０ 穴 セ ル ト レイ で育 苗 しま す 。２ ５ 日前 後で

定 植 期 に 達し ま す の で 、 本ぽ の準 備 が遅 れ ない よ うに しま

しょう。

(河野健次郎 )

果樹

１ 常緑果樹

◆温州みかん

今 年 の 温 州 み か ん は 、 樹や 園地 に よっ て 結果 量 がば らつ

い て い ま す。 Ｍ サ イ ズ の 果実 横径 は ８月 １ ０日 の 時点 で５

０ か ら ５ ６㍉ が 理 想 で す 。結 果量 が 多く 、 肥大 が 遅れ てい

る樹については、さらに仕上げ摘果を行いましょう。
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◆完熟きんかん

今 年 は 、春 先 の 低 温 に よる 発芽 の ばら つ きや 遅 れに よっ

て 、 開 花 が平 年 よ り も 遅 れ、 結果 時 期も や や遅 く なっ てい

ま す 。 結 果の 遅 れ た 園 地 では 、初 期 肥大 の 確保 と 早期 摘果

が 特 に 重 要な ポ イ ン ト と なり ます 。 結果 確 認後 の 施肥 とか

ん 水 を 十 分に 行 い ま し ょ う。 また 、 ８月 下 旬か ら は、 傷果

を中心とした荒摘果を開始しましょう。

◆日向夏

こ の 時 期か ら 日 焼 け 果 が発 生し て きま す ので 、 ダニ 防除

を実施し、袋掛けを行い、良品確保に努めましょう。

◆マンゴー

剪 定 後 に発 生 し た 枝 の 緑化 が遅 れ ると 、 花芽 分 化や 結果

に 悪 影 響 を及 ぼ し ま す 。 緑化 が遅 れ てい る 園地 で は、 葉面

散布によって新梢の早期緑化を図りましょう。

２ 落葉果樹

◆ぶどう

収 穫 終 了後 の 早 期 落 葉 は、 貯蔵 養 分の 減 少と と もに 、翌

年の作柄にも影響を及ぼします。べと病等の防除を徹底し、

早期落葉を防止しましょう。

◆クリ

今 月 か ら収 穫 が 始 ま り ます 。毎 日 収穫 し 、特 に 温度 の低

い 朝 の 時 間帯 に 収 穫 す る こと で、 病 虫害 果 や腐 敗 果を 減ら

すことができ、その後の品質も良好になります。

３ 台風対策

防 風 施 設は 、 果 実 へ の 被害 を軽 減 させ ま す。 防 風ネ ット

の点検を実施しましょう。

ま た 、 長時 間 の 冠 水 は 病気 の発 生 を助 長 しま す 。排 水溝

の整備を行いましょう。

幼木や高接ぎ樹の誘引・結束も確認しましょう。

台 風 通 過後 は 、 折 損 部 の保 護や 倒 伏樹 の 引き 起 こし と根

締めを行いましょう。

か ん き つ類 の か い よ う 病対 策な ど で行 う 薬剤 散 布は 、枝

葉 や 果 実 に付 着 し た 薬 剤 が台 風の 雨 によ っ て表 面 に広 がる

こ と で 、 病原 菌 な ど の 発 芽や 伸長 を 抑制 し 、防 除 効果 を発
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揮します。防除は、台風襲来前に実施しましょう。

海 岸 近 くで 塩 害 の 恐 れ があ る時 は 、直 ち に散 水 して 塩分

を洗い落としましょう。

４ 果樹全般

◆除草

夏 の 下 草は 、 樹 体 と の 養水 分の 競 合や 病 害虫 の 温床 とな

る の で 、 草刈 り を 行 い ま しょ う。 刈 った 草 で土 壌 表面 を被

う こ と で 、土 壌 の 乾 燥 防 止に よる 細 根の 発 生促 進 や、 土壌

浸 食 の 防 止に つ な が り ま す。 除草 剤 と草 刈 りを 上 手に 組み

合わせ作業を行いましょう。

（山口和典）

花き

◆夏秋ギク

強い日照により成長点付近の葉焼けが懸念されますので、

遮 光 や 換 気 、 葉 面 散 布 剤 の 散 布 等 を 実 施 し て く だ さ い。

「 フ ロ ー ラル 優 香 」 の ９ ～１ ０月 出 荷の 奇 形花 （ 貫生 花）

は 再 電 照 の開 始 時 期 に 影 響さ れま す ので 、 適期 で ある 総苞

形成前期（３期）から再電照を開始してください。

◆秋ギク

各 作 型 の作 業 計 画 に 応 じて 、育 苗 、冷 蔵 、定 植 など の作

業 を 進 め てく だ さ い 。 冷 蔵は 穂・ 苗 の貯 蔵 ・確 保 と成 長促

進 の た め に２ ～ ４ ℃ で 実 施し ます が 、冷 蔵 期間 が 長期 にな

る と 穂 の 傷み が 多 く な ま す。 さら に 、「 神 馬」 系 統の 品種

は 開 花 遅 延も 懸 念 さ れ ま すの で、 冷 蔵は ３ 週間 ま でに して

く だ さ い 。「 神 馬 ６ ６ ― ４」 につ き まし て は、 従 来の 「神

馬 」 に 比 較し て や や 早 生 系統 です の で、 １ １月 作 型の 電照

開始は早めに実施しましょう。

◆ホオズキ

最 も 暑 い時 期 の 出 荷 に なり ます の で、 収 穫後 速 やか に水

に つ け る とと も に 、 結 束 時に 水切 り を実 施 し、 十 分な 水揚

げ を 行 い まし ょ う 。 ホ オ ズキ は系 統 によ り 着果 や 実の 形・

「 シ ミ 果 」の 発 生 程 度 等 が異 なり ま す。 ま た、 ウ イル ス性
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の 病 害 も 増加 し て い ま す ので 、本 年 の栽 培 株で 着 果や 品質

の 良 い 株 があ っ た ら 印 を 付け 、そ の 地下 茎 を確 保 し、 翌年

は 区 別 し て栽 培 し て く だ さい 。そ の 他、 年 々立 ち 枯れ 性の

病 害 が 増 加し て い ま す 。 地下 茎を 残 すほ 場 以外 は 気温 の高

い時期に湛水、土壌消毒を実施しましょう。

◆スイートピー

品 種 と 植え 付 け 予 定 日 にあ わせ て 催芽 処 理・ 種 子冷 蔵を

行 い ま す 。吸 水 中 に 酸 素 不足 にな る と発 芽 率が 低 下し ます

の で 、 吸 水処 理 は 流 水 中 で行 って く ださ い 。処 理 には 定植

数 よ り 多 めの 種 子 を 準 備 し、 未発 芽 種子 は 取り 除 いて 冷蔵

を 行 っ て くだ さ い 。 冷 蔵 中は 庫内 温 度や 水 分を 定 期的 に点

検 し て く ださ い 。 中 山 間 地域 の一 部 では 植 え付 け が始 まり

ますが、遮光等の高温対策は十分に行ってください。

◆シキミ

気 温 が 高く ダ ニ 類 の 被 害が 多い 季 節に な りま す 。定 期的

な 防 除 で 良品 生 産 に 努 め てく ださ い 。最 も 需要 の ある 時期

で す が 、 高温 期 で バ ク テ リア が繁 殖 しや す いの で 清潔 な水

で 水 揚 げ を行 い 、 出 荷 先 で事 故品 が 出な い よう 気 をつ けま

し ょ う 。 また 、 黒 シ ミ 斑 点病 につ い ては 、 今月 も 引き 続き

防除を徹底し、感染防止に努めましょう。

◆デルフィニウム

育 苗 中 は、 定 植 時 に 本 葉１ ０枚 前 後に 達 する の を目 標に

か ん 水 、 施肥 を 行 っ て く ださ い。 中 山間 地 では 定 植が 始ま

り ま す 。 早期 抽 だ い を 抑 える ため に ハウ ス 内は 換 気や 遮光

を 行 い 、 でき る だ け 気 温 の上 昇を 防 ぎま し ょう 。 定植 から

抽 だ い ま では 株 が 充 実 す るよ うに 十 分に か ん水 し てく ださ

い 。 ま た 、チ ビ ク ロ バ ネ キノ コバ エ とう ど んこ 病 等の 病害

虫を本ぽに持ち込まないように定植前に防除するとともに、

ほ場での発生に注意してください。

◆トルコギキョウ

種 子 冷 蔵終 了 後 の 夜 冷 育苗 が始 ま りま す 。育 苗 中の 高温

や 乾 燥 は 低温 の 効 果 が 失 われ ます の で、 日 中は 十 分な 換気

を行うとともに、適切なかん水管理に努めてください。

（中村 広）



­ 9 ­

畜産・飼料作物

盛 夏 を 迎え 、 家 畜 の 生 産性 が低 下 する 時 期で す 。畜 舎内

の 通 風 や 換気 に は 特 に 気 をつ けて く ださ い 。家 畜 も人 間同

様 、 暑 さ だけ で な く 湿 度 にも 弱い た め、 気 温が そ う高 くな

くても十分な暑熱対策が必要です。

送 風 フ ァン で 風 通 し を 良く し、 ミ スト 機 によ る 畜舎 内散

水 、 あ る いは 屋 根 へ の 散 水で 畜舎 内 の温 度 を下 げ るよ うに

し て く だ さい 。 牛 舎 へ の 風通 しを 良 くす る ため 、 牛舎 付近

の 雑 草 の 刈り 取 り や 風 通 しの 妨げ に なる 資 材等 を 片付 けま

しょう。

日 差 し が牛 舎 内 へ 直 接 当た らな い よう 、 寒冷 紗 を設 置す

る こ と も 効果 的 で す 。 給 水器 もこ ま めに 清 掃し 、 家畜 がい

つでも新鮮な水を十分飲めるようにしてください。

高 温 多 湿で サ イ レ ー ジ の２ 次発 酵 がお き やす く 腐敗 も懸

念 さ れ ま す。 サ イ レ ー ジ を取 り出 し た後 は 、ビ ニ ルを すぐ

に か け 、 でき る だ け 空 気 を抜 くよ う にし て くだ さ い。 給与

時 に 腐 敗 やカ ビ を 見 つ け たり 、通 常 のサ イ レー ジ 臭と 違う

ニオイがした場合は廃棄するよう心がけてください。

牛 で は 暑熱 期 に 、 濃 厚 飼料 と粗 飼 料給 与 のバ ラ ンス が崩

れ 、 ル ー メン ア シ ド ー シ スが 発生 し やす く なり ま す。 良質

な 粗 飼 料 を十 分 食 い 込 ま せた のを 確 認し て から 、 濃厚 飼料

を給与するようにしてください。

蚊 や サ シバ エ な ど の 吸 血昆 虫 も 発 生 し や すく な り ま す。

定 期 的 な 清掃 や 殺 虫 剤 散 布を 行い ま しょ う 。た い 肥舎 のた

い 肥 も 十 分攪 拌 し 、 好 気 発酵 とす る こと で 、た い 肥温 度を

上 げ 害 虫 の発 生 を 抑 え 、 良質 たい 肥 の生 産 を目 指 しま しょ

う。

飼 料 作 物で は ト ウ モ ロ コシ の収 穫 時期 に なり ま す。 適期

収 穫 を 心 がけ 、 サ イ レ ー ジ調 製に 当 たっ て は、 十 分に 踏圧

を 行 い 、 ビニ ル を す き ま なく 掛け 、 嫌気 発 酵（ で きる だけ

空 気 を 入 れな い ） す る よ うに しま す 。ソ ル ゴー の ２番 草ま

で の 収 穫 を考 え る 場 合 は 再生 を考 え ８月 中 旬ま で に１ 番草

を刈り取ります。収穫後は追肥を行ってください。

口蹄疫は依然としてアジアを中心に発生が続いています。

昨 年 の 悲 劇を ２ 度 と 繰 り 返さ ない た めに も 、牛 舎 消毒 はも
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と よ り 、 畜舎 へ 入 る 場 合 の衣 類・ 長 靴の 交 換な ど さら なる

防疫の徹底をお願いします。

（須﨑 哲也）

工芸作物

◆茶

こ れ か らの 作 業 は 、 来 年一 番茶 の 親葉 と なる 秋 芽の 充実

と 葉 層 や 芽数 の 確 保 を 図 るた め、 大 変重 要 な管 理 作業 とな

ります。

１ 最終摘採時期

最 終 摘 採は 、 秋 芽 充 実 のた め山 間 地域 で は７ 月 中旬 、そ

の 他 の 地 域で は ７ 月 下 旬 ～８ 月 上 旬 を 目 安 に終 了 し ま す。

ま た 、 摘 採、 整 枝 後 の 遅 れ芽 や徒 長 枝は 、 秋芽 を 切ら ない

よう注意し整枝しておきます。

２ 病害虫防除と栽培管理

チ ャ ノ ミド リ ヒ メ ヨ コ バイ や チ ャ ノ キ イ ロア ザ ミ ウ マ、

炭 疽 病 、 もち 病 、 新 鞘 枯 死症 等の 病 虫害 の 発生 が 懸念 され

ま す 。 秋 芽萌 芽 か ら １ 葉 期と ３葉 期 頃の ２ 回、 殺 虫剤 と同

時 防 除 と して 保 護 剤 、 治 療剤 、残 効 性等 の 薬剤 の 特徴 を活

か し た 効 果的 な 防 除 を 図 りま す。 ま た、 多 発傾 向 にあ るハ

マ キ 類 は ８月 中 旬 頃 に 、 クワ シロ カ イガ ラ ムシ は 、８ 月中

旬 ～ ９ 月 上旬 に 第 ３ 世 代 幼虫 のふ 化 が予 想 され ま す。 発生

状 況 を 確 認し 、 発 蛾 最 盛 期又 は幼 虫 ふ化 初 発７ ～ １０ 日後

の防除徹底を図ります。

高 温 ・ 乾燥 は 秋 芽 の 生 育を 抑制 し ます 。 晴天 が 続く 場合

は、７日おきに２５～３０㍉の散水が効果的です。

３ 秋肥の施用と土づくり

施 肥 は 、経 費 削 減 の た め、 土壌 診 断に よ り、 適 正施 肥を

心 掛 け ま す。 中 山 間 地 や 寒害 を受 け やす い 品種 、 幼木 、地

域 で は ８ 月下 旬 、 こ の 他 は９ 月上 旬 まで に 地域 の 施肥 基準

に準じ施用しましょう。

特 に 、 土 壌が 固 く 、 根 量 が少 ない 茶 園で は 、９ 月 上旬 まで

に た い 肥 １～ ２ ㌧ 施 用 と 深耕 を実 施 し、 土 づく り と発 根促

進による肥効率向上に努めます。

（岩切健二）
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◆しいたけ

し い た けの 菌 糸 は 、 高 温に 弱く 、 ほだ 木 内の 温 度が ３５

度以上になると菌が死滅する恐れがあります。

夏 場 の 高温 に よ る ほ だ 木の 乾燥 は 、し い たけ の 発生 量へ

の 影 響 や 品質 の 低 下 に つ なが るた め 、高 温 対策 を 中心 とし

た ほ だ 木 管理 が 必 要 で す 。伏 込地 の 笠木 の 補充 や 遮光 ネッ

ト の 設 置 によ り 、 直 射 日 光に よる 高 温障 害 を防 ぎ 、伏 込地

周 囲 の 除 伐や 下 刈 を 行 い 、風 通し を 良く し まし ょ う。 特に

西日が当たる場所では、笠木の張り出しを長くしましょう。

ま た 、 この 時 期 は 菌 糸 の成 長が 最 も良 い 時期 で ある と同

時 に 、 害 菌も 活 動 し や す い時 期で す ので 、 ほだ 場 をこ まめ

に 巡 回 し 、害 菌 の 発 生 が 確認 され た 場合 は 、被 害 木を 取り

除 い て 隔 離し た り 、 被 害 がひ どい 場 合に は 焼却 処 分し まし

ょう。

こ の ほ か、 収 量 ア ッ プ のた めに は 古ほ だ 木か ら の発 生が

重 要 で す 。天 地 返 し や ほ だ回 しを 行 い、 し いた け 菌の 活性

化を図りましょう。

（田中 貴司）

◆葉たばこ

先 月 の 台風 ６ 号 に よ り 被害 に 遭 わ れ た 農 家の 皆 様 に は、

心からお見舞い申し上げます。

今 月 は 、夏 期 深 耕 や 通 常期 買入 に 向け て の出 荷 規格 確認

な ど が 、 主な 作 業 に な り ます 。ま た 、総 掻 き後 、 残幹 処理

が 終 了 し てい な い 場 合 は 、病 害の 耕 種的 防 除の た めに 早期

に処理し、ほ地外へ持ち出しましょう。

１ 夏 期 深耕 は 、 立 枯 病な どの 菌 密度 低 下や 土 作り のた

め に 重 要 な作 業 と な り ます 。今 年 病害 が 出た ほ 地は 特に

念 入 り に 行い 、 最 低 ３ 回 以 上行 う よ う に 努 めま し ょ う。

２ 貯 蔵 害虫 発 生 防 止 のた めセ リ コは 通 常期 買 入終 了ま

で 設 置 し 、飛 来 予 察 に 努め まし ょ う。 ま た、 本 葉系 にも

ビ ニ ル 梱 包を 行 い ま し ょう 。梱 包 時は 吸 湿に 注 意し 、口

は養生テープなどで塞ぎましょう。

３ 通 常 期買 入 に 向 け て出 荷包 の 異物 、 過水 分 、色 損葉

の混合などのチェックを行いましょう。

(中矢恭輔 )
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内容の詳細について

8月の天候と農作業の詳細内容について。執筆は県営農支援課及び環境森林

課、日本たばこ産業南九州原料本部が担当しています。各作物の病害虫の

防除対策、気象災害の事前事後対策等の詳細は最寄りの支庁・農林振興局

（農業改良普及センター）へ

「今月の天候と農作業」はホームページにも掲載しています。

（http://mawi.sakura.ne.jp/）
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なになに農業アラカルト

ウリ類の黄化えそ病の対策

キ ュ ウ リ黄 化 え そ 病 （ ＭＹ ＳＶ ） の発 生 が県 内 各地 で見

ら れ る よ うに な っ て い ま す。 この 病 気は ミ ナミ キ イロ アザ

ミ ウ マ が 媒介 す る ウ イ ル スに よる も ので 、 ウリ 科 作物 に感

染し、特にキュウリやメロンでは、感染した株の葉は枯れ、

場 合 に よ って は 果 実 を 奇 形に する た め、 栽 培初 期 に感 染す

る と 収 量 が著 し く 低 下 し ます 。こ の ウイ ル スが 地 域で 広が

らないように、自分のほ場で被害が大きくならないように、

適切な準備と栽培期間中の対応が必要です。

１ 対策の基本

害 虫 が 媒介 す る ウ イ ル スの 対策 の 基本 は 「入 れ ない 、増

や さ な い 、出 さ な い 」 で す。 防虫 ネ ット や 近紫 外 線除 去フ

ィ ル ム 、 光反 射 マ ル チ な どを 利用 し て、 育 苗段 階 を含 めウ

イ ル ス を 持っ た 害 虫 が ほ 場に 侵入 す る数 を でき る だけ 減ら

し ま す 。 この と き 、 ほ 場 の中 や周 囲 に雑 草 があ る と、 そこ

が ウ イ ル スの 伝 染 源 に な りま すか ら 、可 能 な限 り 除草 しま

す 。 露 地 栽培 で は 、 使 え る資 材は 施 設栽 培 より 少 なく なり

ますが、障壁作物や光反射資材は利用できます。

２ 感染株の処分

資材を利用しても、ウイルスが発生することがあります。

こ の と き は、 感 染 し た 作 物が 伝染 源 にな り ます か ら、 抜根

し ま す 。 感染 し た 作 物 を 早く 発見 し て抜 根 する と 、数 株の

発 生 で 終 息す る こ と が あ る一 方で 、 感染 株 を放 置 した ため

に 数 百 株 単位 で 発 生 し 、 改植 を余 儀 なく さ れる 事 例が あり

ま す 。 特 に夏 の 栽 培 で は 、急 激に ま ん延 し て抜 根 が間 に合

わ な い こ とが あ り ま す 。 その とき は 、次 作 の発 生 源に なら

な い よ う 栽培 終 了 と 同 時 に残 さ の 処 分 が 必 要に な り ま す。

３ 総合的防除が必要

ウ イ ル スが ま ん 延 し な いよ うに 、 ウイ ル スを 媒 介す るミ

ナ ミ キ イ ロア ザ ミ ウ マ を 適切 に 防 除 す る こ とも 必 要 で す。

た だ し 、 この ミ ナ ミ キ イ ロア ザ ミ ウ マ は 農 薬に 強 い た め、

化 学 農 薬 だけ で な く 、 微 生物 や天 敵 、粘 着 板と い った 方法

も活用する必要があります。

次 作 や 近 隣の ほ 場 に 伝 染 する こと を 防ぐ た めに 、 ほ場 から
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出 さ な い 対策 も 重 要 で す 。栽 培終 了 時に 施 設を 閉 め込 んで

太 陽 熱 で 殺虫 し た り 、 残 さを 適切 に 処分 し てウ イ ルス がほ

場の外に出ないようにしましょう。

い ろ い ろ な手 段 を 組 み 合 わせ た 対 策 が 必 要 にな り ま す が、

確実な防除効果が出る準備と対策を実施しましょう。

（黒木 修一）

葉の症状

ミナミキイロアザミウマ成虫
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向こう１か月間における農作物の主な病害虫の発生量と防除対策

作 物 名 病 害 虫 名 発生量 発 生 状 況 と 防 除 対 策

普通期水稲 いもち病(葉) ※ やや多 葉いもちの発生が、7月の中旬以降多くなっており、上位葉に発生

している場合は防除します。また、穂いもちについては、出穂前に

紋枯病 並 粒剤を施用するか、穂ばらみ後期及び穂揃期に粉剤または液剤によ

る防除を徹底します。

ｾｼﾞﾛｳﾝｶ (夏ｳﾝｶ) やや少 セジロウンカ、コブノメイガの発生は少ない状況です。トビイロ

ﾄﾋﾞｲﾛｳﾝｶ(秋ｳﾝｶ) 並 ウンカは、7月第2半旬に飛来が確認されました。わずかな飛来量で

※ もその後の増殖率が高く、坪枯れ等の被害が発生するため、ほ場で

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ やや少 の発生に注意します。

野菜類等 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 並 アブラムシ類は、わずかな発生量でもウイルス病を媒介して、キ

ュウリやピーマン等に大きな被害を及ぼすことがありますので、育

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ等の ※ 並 苗期からの防除を徹底します。

ﾁｮｳ目害虫 ハスモンヨトウは、ふ化直後は葉裏で集合して加害しますので、

この時期の発見に努め若齢幼虫期に防除を行います。

カンキツ類 かいよう病 やや多 今年は既に数個の台風が接近し影響を受けましたが、これからが

本格的な襲来時期です。台風による茎葉の損傷はかいよう病の発生

黒点病 やや多 を助長しますので、襲来前に予防散布します。

梅雨時期の降水量が多く、黒点病の発生がやや多い状況です。感

ﾐｶﾝﾊﾀﾞﾆ やや多 染源である枯枝の除去に努めるとともに、防除後の積算降水量が300

mmになると次の防除が必要です。

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 並 ミカンハダニは、高温乾燥条件で生息密度が高まります。また、

高密度になると防除効果が低下しますので、発生初期段階（寄生葉

率30％、１葉当たり虫数0.5～1頭）での防除がポイントです。

炭疽病 ※ やや多 炭疽病の発生が多いため、防除情報を発表しています。秋芽の生

輪斑病 並 育期に気温が高く、雨が多いと感染・まん延しやすいので、開葉期

に防除を行います。

茶 ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ やや多

ﾁｬﾊﾏｷ 並 ハマキ類の防除適期は発蛾最盛期から7～10日後の幼虫孵化期です

ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ やや多 ので、多発園では幼虫の発生状況を確認して防除します。

ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆ 並 チャノキイロアザミウマはこの時期、卵・幼虫・蛹・成虫が混在

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ やや多 し、卵と蛹には薬剤がかかりにくく防除効果があがらないので、残

ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 並 効性の長い薬剤か１週間間隔での連続散布を行います。

ｸﾜｼﾛｶｲｶﾞﾗﾑｼ やや少

１）｢発生量｣は、過去10年間の発生量と比較して、今後の発生量がどの程度になるか予測したものです。

２）※は防除情報を発表していますので、詳しくはＨＰをご覧ください。

病害虫防除・肥料検査センターのホームページアドレスは、http://www.jppn.ne.jp/miyazakiです。


